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論文

芦生研究林におけるニホンジカ (Cervusnippon)の採食による

チマキザサ (Sasapalmata)群落の衰退について

田中由紀*・高槻成紀村・高柳敦***

Decline of Sasa palmαta community by grazing of Sika deer 

(Cervus n~戸tpon) atAshiu Research Forest Station 

YukiT釧 AKA，・ Seiki TAKATSUKI** and Atsushi TAKAYANAGI**' 

ニホンジカ (Cervusnitton)の採食による植生変化が近年目立つようになった京都大学芦生研究林において.2∞2年か

ら2∞3年にかけて，ニホンジカの採食とササ群落の衰退の関係を調査した糞分析を行い，ニホンジカの餌資源としての

ササの重要性を調べた.また，シカによる葉の被食，稗の枯死の程度を調べ，地形条件との関係を調べた.さらに，積雪期

に踏査を行い，ササの衰退と積雪分布の関係を調べた.シカの糞内容物に占めるササの割合は年間を通じて 20-50%で

あり，特に冬期に高かった (54.12:t 16.73%) .ササの葉の被食と秤の枯死は，緩傾斜，商標高，尾根部において多かった

また，積雪が少なく融雪;が卒い地点でササ群落の衰退が進み，積雪が多く融警の遅い地点で衰退の程度が小さい傾向が

見られた以上より，シカの採食によるササ群落の衰退地の分布は地形条件と積雪分布に強く影響を受けることが示唆

されたその背景には，シカが緩傾斜の尾根部のような採食行動をとりやすい地形条件を選択してササ群務を採食する

こと，特にシカにとってササが重要である積雪期には，積雪の少ない地点を集中的に採食することが考えられた.

キーワード:ササ，シカ.採食，積雪，地形条件. GIS 

Recently， the effects of Sika d巴er(Cerm必舟仰on)grazing have changed vege匂柱onin Ashiu Research Forest Station， Kyoto in 

western ]apan. In仕lisforest， we studied the relationships between Sika deer grazing and the decline of Sasa spp. distribution from 

2∞2 to 2α03. We investigated the food habits of Sika deer by fecal ana1ysis method. We surveyed the relationshlps between the 

terrain attributes and the ratio of eaten Sasa leaves and dead culms， and the relationships between snow distribution and the 

decline in Sasa spp. distribution.τbe fecal ana1ysis showed that the proportion of Sasa in吐lefeces was great all year round and was 

highest during winter (54.12:t 16.73%).ηlis indicates仕latSasa was an important food plant for Sika deer， particularly during 

winter. Heavy grazing of Sasa leaves and dead culms were observed泊thegentle terrain at high elevation or on ridg巴s.Fur仕ler，

Sasa decline was more marked at sha1low snow places血andeep snow places. We concluded社latdecline of Sasa was caused by 

Sika deer grazing and that grazing intensity on each community was s仕onglyaffected by topography and by the snow depth. 
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1 .はじめに

近年， B本全国でニホンジカ (Cervusn争.ton，以下

シカとする.)の採食による森林植生の変化が問題とな

っている(柴田ほか 1984，梶 1993，TAKATSUKI and GORAl 

1994，北海道環境科学研究センター 1997，山根 2003，真

田 2004，矢涼 2006，藤木ほか 2006).その中でも，シカ

の重要な食物であり，日本の林床に広く分布するササは，

シカの影響を大きく受けるとされる (Takatsuki1983， 

1986， Yokoyama et al. 1996) .例えば，神奈川県丹沢山地

では，シカの採食の影響によるスズタケ (8ωamoゆha

borealis)群落の大規模な衰退が報告されている(神奈

川県 1997).従来，こうした大規模なササ群落の衰退に

ついては，広範囲な衰退が目立つようになった後に調査

が行われたものが多く，シカの採食によるササ群落衰退

の過程はよく分かっていない.
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ター芦生研究林(以下芦生研究林とする)でも， 1990 

年代後半よりシカの採食による横生の衰退が見られる

ようになり， 2000年頃からその影響が顕著となってい

る(福田 2001).芦生研究林の林相は冷温帯林に属す

る落葉広葉樹林の天然林である(芦生研究林 HP). 林

床には日本海倶Jjの多雪地に特般的なチマキザサ (Sasa

palmata) とチシマザサ (Sasakulirensis)が広く分布

しており，反第動物による採金の影響を受け(田中

2002) ，一部に衰退が観察されている.

ただし 2003年時点では芦生研究林内のササ衰退群

落の分布は部分的に散在している状態であり，地域全体

で面的に衰退が生じる段階にまで進んでいなかった.こ

のことは， 2003年時点の芦生研究林がササ群落の初期

衰退過程であったことを示している. したがって，この

時点における芦生研究林のササ群落の衰退状況を把握

しその衰退要因を分析しておくことは，シカの採食に

よるササ群落の衰退過程とそのメカニズムを解明了する上

で重要なことであると考えられた.

一般に，讃雪はシカの行動を制限することが報告され

ている(梶 1981，丸山 1981，Takatsuki 1992， Maeji et al. 

1999， Nowicki et al. 2001).しかし積雪地におけるシ

カの生態に関する報告は少なく，積雪地における積雪分

布とシカの採食によるササ群落の衰退の関係についてほ

とんど知られていない.芦生研究林は， 日本海型気候下

にあり，冬期の積雪が多いことから，本研究において，

ササ群落の衰退分布様式と積雪との関係を検討する必要

があると考えられた.そこで，積雪期における積雪分布

とシカの生息状況を踏査によって調べた.

そこで，本研究では，芦生研究林内に生息するシカに

とってのササの鱗資源としての利用性を評価したうえで，

芦生研究林内におけるササ群落の衰退分布様式を明らか

にし積雪条件や地形条件との関係からその分布様式を

決定している要閣について解明することを目的とした.

2. 材料と方法

2. 1.調査地

調査は，京都府南丹市美山町にある京都大学フィール

ド科学研究教育センター芦生研究林(北緯 380 18〆東経

1350 43';図1)で行った芦生研究林は面積 4185.6ha，研

究林事務所構内(標高 365m)の年間降水量は 2，353mm，

年間平均気温は 11.7
0

Cである(京都大学フィールド科学

教育研究センター 2007).調査地は上谷と呼ばれる区域

(133.75ha)にあり，北向き尾根が二つの谷(野田畑谷・

枕谷)に挟まれた地形であり，標高 630m~ 830mに位

置する.積雪深は 2m以上になることもあり， 12月半ば
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~1 誠査地位置図

Fig.1 1ρcation of study area 

から 4月初めまで根雪に閉ざされている(京都大学フィ

ールド科学教育研究センター 未発表).調査地を含む

1，710haは 1998年から鳥獣保護区に指定され，現在狩猟

や有害獣捕獲は行われていない.芦生研究林の林相は冷

温帯林に属する落葉広葉樹林の天然林であり，主にブナ，

ミズナラ，カエデ類等で構成されている.日本海型の冷

温帯林に{憂占する林床槌生のチマキザサ (Sasapalmata) 

とチシマザサ(Sasakulirensis)が広く分布している.また，

エゾユズリハ，ハイイヌガヤ等の多雪地域特有の植物が

分布しており，日本海型の気候条件を反映している(京

都大学フィールド科学教育研究センタ-HP). 

芦生研究林には，ニホンジカ (CervusniPpon，以下シ

カとする)とニホンカモシカ (Cα戸ricorniscrispus，以下

カモシカとする)が同所に生息している. 2001年から

2003年にかけて毎年 12月に行なわれた区画法によるシ

カ個体数調査では，シカの個体数は 2~ 10頭 /km2と

推定されている(高柳 未発表).また，調査中にシカ

の目撃や痕跡は多く，一方でカモシカの痕跡等はなかっ

たこのことから，芦生研究林の反努獣による採食の影

響は主にシカによるものと考えられる.

シカは多雪地には分布しないと言われてきたが

(Takatsuki 1992)，芦生研究林では， 1年を通じて生息

していることが確認されており(二村ほか 1997，筆者

ら観察)，年聞を通じて採食による横生への影響を与え

てきた 2000年頃からは，低木類の衰退(福田 2001)や，

樹皮剥ま革本相の変化(石市 2003)など植生への影響

が目立つようになっている.

2. 2.方法

2. 2. 1. 糞分析による食性調査

シカにとってのササの利用性を評価するために，草食

動物の食性分析の手法としてよく用いられる手法である
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糞分析 (Stewartet al.，1967，高槻 1983)を用いた.シカ

にとってのササの餌資源としての重要性は季節によって

変化することが日本各地で報告されている (Takatsuki

1983，矢部 1995，Yokoyama & Shibata 1998). そこで糞分

析は季節ごとに行い，季節聞の比較を行った.本研究で

の糞分析はTakatsuki(1990)の手法に従って行った

調査地において，シカの食痕のある植物の被食部位

(葉，茎，枝，樹皮等)を採取しリファレンスプレパ

ラートを作成した.以後これを参考にして植物片の同定

を行った分析に供するシカの糞サンプルとして. 2002 

年 1月から 12月にかけて，調査地で踏査中に発見した

新しいシカの l糞塊から糞粒を 20粒採取した糞サン

プルは各季節に 20糞塊以上から採取を行い，分析まで

-20
0

C で冷凍保存した.季節は 4~6 月を春. 7~9 月

を夏.10 ~ 12 月を秋.1~3 月を冬と して.4 つに分け，

各季節 20糞塊ずつを糞サンプルとして分析に供した.

各糞サンプルのうち 10粒以上を 0.5mmメッシュの飾の

上で洗浄し残った植物片を 70%アルコールにつけて

保存した.保存した植物片を適量取り出し. 1mmメッ

シュの入ったスライドガラスにのせ，光学顕微鏡下で植

物片が被った格子交点の数をカウンターで数え，分類群

ごとに記録した.カウントは 300点まで繰り返した.今

回行なった分類の区分は「ササJ.Iその他 (ササ以外)J
の2区分である.これらの分類群は集計され，分類群毎

の出現割合が算出された.

2. 2. 2 ササの衰退分布と地形条件の関係

調査地におけるササ群落の分布と衰退状況，地形条件

を空間的に把握するため，調査地である北向き尾根全域

(133.75ha) を，地形図上で一辺 50mグリッド 535個に

分割し(図 2).グリッド単位でササ群落の分布と衰退状

況，傾斜角，方位，標高，累積流量について調べた.累

積流量とは各グリッドに集積する雨量について計算した

もので，その値が大きければ谷部，小さければ尾根部と

なる(村井 1991)• 

ササ群落の分布と衰退状況については. 2002年 5月

~ 12月にかけて，地形図と高度計で位置を確認しなが

ら，全グリッドを見渡すことができるように踏査し各

グリッドにおいて目視により調査を行なった.調査項目

は，ササの種類，ササの葉の被食程度，稗の枯死程度，

ササの被度の 4項目である.

ササの葉の被食程度は，調査グリッド内のササの葉半

分以上に被食があるとき「多いJ.それより少ない場合

「少ない」とし全て枯死していた場合「枯死J.分布が

ない場合「なし」とした.このササの葉の被食程度をシ

カによる採食強度の指標とした シカの採食による稗の

枯死程度を，シカの累積的な採食強度の指標としたシ
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図2 踏査範囲

Fig.2 The Study area covered by 50m X 50m grids 

カの採食による稗の枯死程度は，調査グリッドで稗が半

分以上枯死していた場合「多いJ.それより少ない場合

「少ないJ.ササの分布がない場合「なし」とした ササ

の被度については，調査グリッドで目視により 50%以

上をササが被覆している場合「多いJ.50%より少ない

場合は「少ない」とし，全ての稗が枯死もしくは分布し

ていない場合は「なし」とした

地形条件については，国土地理院の数値地図 50mメ

ッシュ(標高)データを用いた このデータから. 50m 

標高グリッドを作成して各グリッドについて傾斜角，方

位，標高，累積流量を算出した.

以上のデータは，地図情報システム (GIS)上でデジ

タル ・マ ップ化された.デジタル ・マ ップ化のために使

用したソフトウェアは. ESRI社のArcGISエクステン

ション Spatialanalystである.

2. 2. 3 積雪分布とシカの生息状況の関係

調査地において，積雪期 (2003年 1月22日・ 23日，

2月l3・ 14日. 3月l3・ 14日)と融雪期 (2003年4月

15日)に，野田畑谷と枕谷の渓流沿いと尾根にルート

を設定し積雪状況とシカの生息状況について踏査を行っ

た調査地内にある長治谷作業小屋での積雪観測デー

タ(京都大学フィールド科学教育研究センター 未発

表)から. 2002年 12月から 2003年4月にかけての積

雪状況は，過去 12年間 (1991年から 2003年)の平均

と比較すると，積雪開始日は遅く，積雪が消えた日は早

かった(表 l京都大学フィールド科学教育研究センタ

ー未発表).また最大積雪深はやや少なかったしか

しシカの分布限界といわれている積雪深が 50cm以上
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表 1 芦生研究林における積雪深データ(フィールド科学教育研究センター 未発表)

Table 1 Data of snow depth at Ashiu reseach forest (Field Science Education and Research Center Kyoto University unpublished). 

最大積雪深 (cm)

Maximum snow depth(cm) 

積雪深50cm以上の日数

Days~50cm of snow 

度

肝
年

h
172 

131 

79 

97 

1991-2003 

2002-2003 

にその位置を記録した.本調査中に発見された糞塊は全

てシカのものであったことから，痕跡については全てシ

カのものとみなした.

2.2.4.統計解析

糞分析によるササの出現割合に季節間変異の検定に

は. Kruskal Wallis検定を用い，有意確率 5%で有意差

が見られた場合には，引き続き Bonferroni法を用い多

重比較を行ったササの衰退状況と地形条件との聞の関

係解析には. Mann Whitney U検定を用いたこれらの

統計解析に用いたソフトウェアは. SPSS社の SPSSfor 

Windowsである.

3. 結果

3. 1. 糞分析による食性調査

2002年の各季節においてササは約 20%以上占めてい

た(表 2).また，冬には 54.1%となり他の季節よりも

有意に多かった(KruskalWallis検定， ρ<0.05). 

3. 2. ササ群落の衰退分布と地形条件の関係

ササは踏査を行なった 535グリット中 321グリットに

分布していた(図 4a). そのうち 319グリットにおいて

チマキザサが優占していたが，チシマザサは 2グリット

のみでしか優占していなかった.それゆえ以後の解析に

はササの種の違いは考慮しなかった.

葉の被食割合，枯死秤の割合は調査地の北側の地域で

多く，南側の地域で少ない傾向がみられた(図 4b，c).

被度はササが枯死していない 325グリッドのうち. 248 

グリッドで被度が 50%以上であり，ササが高い被度で

分布していることが明らかになった(国 4d).

葉の被食及び稗の枯死は，傾斜が緩やかで，標高が高

く，累積流量が少ないところで有意に多いことが明ら

かになった(図 5，6 Mann Whitney U 検定• p < 0.05). 
ただし斜面方向との関連は認められなかった(到 5，6 

Mann V¥巾itneyU検定，戸>0.05). 

(丸山 1981，Takatsuki 1992)だ、った期間は 97日に渡り，

過去 10年間と大きな違いは見られなかった(図 3 京

都大学フィールド科学教育研究センター 未発表).こ

のことから，調査期間における讃雪によるシカへの影響

は，過去 10年間と比べて大きな違いはないと考えられ

た. 1月は野田畑谷沿い 1，924mで踏査を行った 2月

は1月のルートを含んだルートを設定し野田畑谷沿

い2，408m. 枕谷沿い 2，591mで踏査を行い，踏査lレー

ト上の任意の調査ポイントで記録した. 3月と 4月につ

いては. 1月と 2月のポイントを含んだほほ同じルート

で，それぞれ野田畑谷沿い 3，543m. 5，245m. 枕谷沿い

3，003m. 2，861mの踏査を行った. 3月と 4月の調査は

標高約 25mごとにコンパスと地形図でポイントを記録

し，同じポイントで調査を行った.踏査したlレートの総

延長は 21，575mであった.調査ポイントでは. 2mの赤

白ポールとコンベックスを用いて 5cm括約で積雪深を

測定しササが雪面上に現れているかどうか記録し，積

雪深と各ポイントにおけるササ群落の状態を対応させ

た.各ポイントのデータから ササの衰退と積雪深に関

係があるかを検討した.

また，積雪期(1月 ~3 丹)の踏査中に，シカの目撃，

声，糞，足跡，食痕等の痕跡を発見した場合，地形図上

図3気象観測地点における積雪深(京都大学フィールド科学教

育研究センター 未発表)

....:10年間の平均積雪深 (1991年 -2003年).0:2002年

-2003年の積雪深

Fig.3 Snow depth recorded at meteorological station (Field Science 
Education and Research Center Kyoto University unpublished). 
.... : Mean annual snow depth between 1991 to 2003， 0 :Snow 
depth企om2002 to 2003 

3/30 2/29 1/30 

date 

12/31 

200 

50 

0 

12/1 

150 

100 

(
窓
口
)
工
一

E
U百
E
C
C由

3. 3.積雪分布とシカの生息状況の関係

図 7 に 2003 年 1 月 ~4 月の積雪深の分布調査結果を
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表 2 2002年の各季節におけるシカの糞中に含まれていた各植物片数割合 (%平均値±標準偏差)

(異なる文字が付いている季節聞はササの割合に有意差があったことをしめす )

Table 2 The Proportion (means:t S.D.) of Sasa in the deer feces in different seasons in 2002 
(Different lett巴rswithin a category indicate significant differences among seasons.) 

縞物片の割合 Proportionof Sasa fragment 

季節 season

Winter (Jan. -Mar.， 2002) 
Spring (Apr. -Jun.， 2002) 
Summer (Jul一Sep.，2002) 
Autumn (Qct. -Dec.， 2002) 

(a)ササの種類の分布

Distribution 01 Sasa species 

(c)枯死稗の多さ

Culm mortality 1刊S

ロ チマキ門

. チシマヴヲ

. 枯死

圏 分布なし

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ロロロ巴ロロ臼ロロロ臼ロロ口巴・
・回目白B・・・・・・・・・・・・・・ロ目口口口口[，]口口口口ロロ日日ロ・. 回目口図回目・・・・・・・・・・回目口日ロロロlI!I&UUUI口臼口lf!!I臼.・・回ロロロ回口回・・・・・・・図ロ臼ロロロロロIIIロロロロロロ臼臼ロ・

I回目ロロロロ回ロlIf臼臼臼自白日口口口Iコ巴口日ロロロ回ロロ・・・・・
1回ロロロロロ回ロ臼ロロロロロロ臼口ロロロロロロロロロロ図1.回目ロロロロロ日ロロロロロ口口口口口ロロロロ臼ロロロロロ巴I・回目白臼臼回ロロ ロロロロロロ口口口口口口口口回目ロ臼回・・・・・・回目白ロロロ臼回口 口口1.口口口 1.ロロロロロ圃・田・・・・・・・圃・目白口口口臼l.J汀ロロロじ 口口 口口 口口口口・・・・・・・・・・・回回ロロロロロロロロロ口 ・・ロロロ 臼ロロ・・・・・・・・・・・・回目口口 口rJロ:-Jじ口・・rJ 口口口 ・・・・・・・・・・・・・ 1二，-以口口口口口口口 口口・・・・・・・・・・・・・ 2ロ口口口 I口ロロロ「ゴ ロ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ロロ1111.口......._- ロロ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・口口ロロロロロロ仁J二J仁1[jt:l ロロ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ロ ロロロつつ.口了-・・・・・・・・・・ロ コ;コ 口ロコ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ロロロロロロ 己.つ[コ・・・・・・・・・・・回 枯死線担、

. 柏町車内い
・・・・・・・・・口口口LjCJ rj ["T~ コロロ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ロロ.. 口1. .・・・・・・・・・・・・・・

1日 乙 ...了 ・・・・・・・・・・・・・・・・分布なし

・・・・・・・・・・・・・ 口口一J口圃 -・・・・・・・・・・・・・・・・ 111こ1_ 11 T-9'.iL-
ロ デ→なし

・・・・・・・・・・・・・・ コ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.
. .寸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ササ Sasa

54.12:1:: 16.73 a 
31.55:1:: 17.79 b 
19.98:1:: 13.62 b 
35.19:1::17.92 b 

(b)被食の多さ

Grazing intensity 01 Sasa 

(d)ササの被度

Coverage 01 Sasa 
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. 祖食担、

. 紬仰い

. 枯死

回 分布なし

ロ デー叫し

口 師 悶 以 上

口 被節団未満

. 枯死

因 分布なし

図4 踏査により得られた (a)ササの種類の分布 (黄緑色ーチマキザサ，桃色・チシマザサ， 茶色 枯死，灰色・分布なし)，(b)被食

の多さ (赤色。 被食多い， 青色.被食少ない，茶色:枯死， 灰色・分布なし，白色。データなし)，(c)枯死稗の多さ (オレ ンジ 。

枯死稗多い，音色:枯死秤少ない，灰色:分布なし， 白色。デー タ無し)， (d)ササの被度(黄緑色・ 50%以上， 黄色。 被度 50%

未満，茶色:枯死.灰色.分布なし)

Fig.4 (a) Distribution of Sasa species (Yellow green : Sasa palmata peach: Sasa kurilellsis brown: dead grey: no culm)， (b) Grazing 
intensity of Sasa (red : more grazed leaves ， blue : less grazed leaves， brown : dead culms grey : no culms， white : no data)， (c) Culm 

mortality (orange: more dead culms ， blue : less dead culms， grey・noculms， white : no data) ， (d) Coverage of Sasa (yellow green:ミ50%，
yellow: 三五 50%， black : dead or no culms， brown : dead culms， grey : no culms) 
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図5 ササ被食の多さの異なる群落問の地形条件の比較

注 50%はグリッド内の被食されている葉が 50%以上ある

ことを， < 50%はグリッド内の被食されている葉が 50%
未満であることを示す*は有意差を示す (p< 0，05) 

Fig. 5 Rerations between grazing intensity of Sasa and height (up) ， 
inclination (middle)， and accumulated flow (down) * p < 0.05. 

示す. 1月は全調査ポイントである 8カ所全てで積雪深

が 80~ 100cmあった. 2月は積雪が増え，全調査ポイ

ント 40箇所のうち，積雪深が 20cm以上 50cm未満の

箇所は 1笛所， 50cm以上 100cm未満の箇所は 23箇所，

100cm以上の箇所は 16箇所であった.調査地点が尾根

部に編っているため，簡単に比較はできないが，尾根

部に積雪が少ない箇所の割合が多い傾向が見られた 3

月は，全調査ポイント 122簡所のうち，積雪が Ocm以

上 20cm未満の箇所は 12箇所， 50cm以上 100cm未満

の箇所は 23簡所， 100cm以上の笛所は 87箇所であっ

た.積雪深が比較的浅い 20~ 50cmの所はほとんどが

尾根部であり，谷部ではほとんどのポイントで積雪深が

100cm以上であった. 4月は，全調査ポイント 156笛所

のうち， 134簡所で積雪がなかったが，枕谷の谷部 (13

箇所)と野田畑呑の一部 (3箇所)に 20cm以上の積雪

が残っていた. 1月から 3月の調査では全てのホ。イント

でササは雪に完全に埋もれていた.
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凶6 枯死稗の多さの異なる群落問の地形条件の比 較

孟 50%はグリッド内の枯死している梓が50%以上あるこ

とを， < 50%はグリッド内の枯死している梓が 50%未満

であることを示す*は有意差を示す (p< 0.05) 
Fig.6 Relations between culm mortality and height (up)， 
inclination (middle)， and accumulated flow (down) * p < 0.05. 

図8に， 1 ~ 3月におけるシカ生息痕跡調査の踏査ル

ート，発見した痕跡、の種類と位置を示す. 1月は調査範

囲が狭いが足跡，食痕が多く見られ，シカの生息が確認

された. 2月は痕跡とともにシカの目撃もあった. 3月

は新雪のつもった直後であり，痕跡、の発見は少なかった.

1~3 月を通じてシカの食痕が確認できたのは樹皮，

木本類の芽，ササの葉であった.ほとんどの痕跡は野田

畑谷の渓流沿いで発見され，枕谷では積雪期における痕

跡は発見されなかった.

4.考察

4. 1.糞分析による食性謂査

シカの食性の調査方法としての糞分析法では，植物の

種類やシカ個体の年齢・性別などによって植物の消化率

が異なるため，必ずしも採食量を定量的に示していると

は言えない. しかしササは糞分析によりシカが採食す
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る単子葉類，双子葉類及び針葉樹の葉や木質繊維などの

内容物と確実に分類が可能であり ，また糞分析では多く

のサンプルを集めることができることから，糞の内容物

における出現頻度から餌資源としての重要性や季節聞に

おける重要性の変化を調べるには妥当な手法だと判断さ

れている (Takatsuki1978). 糞分析の結果 (表 2)から，

ササは年聞を通じて採食されている ことが明らかになっ

た 出現割合をみるとササは全ての季節を通して約 20

%を越えており ，シカの餌資源としての重要性が示唆さ

れた ササの出現割合を季節別に見ると，冬にその出現

図 7 1月から 4月までの積雪深の分布

実線は踏査ルート を示す
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割合が最大となり，シカにとってササは冬期に最も重要

性が高いと言える.ササが一年を通してシカの餌資源と

なっていること，またその資源的重要性が冬期に高まる

ことは， 日本の他の冷温帯域の森林においても報告され

ている.例えば，東北地方の五葉山や近畿地方の大台ヶ

原の冷温帯林では，糞分析の結果から，下層に優占する

ミヤコザサ (Sasanittonica)が， 他の餌植物が少ない

春と冬に， 糞中の出現割合が高いことが報告されている

(Takatsuki 1986， Yokoyama et al. 1996).関東地方の表日

光の冷温帯林では，下層に優占するミヤコザサの糞中に

オレン ジ色・ Ocm 桃色・ 20cm豆 黄緑色・ 仕om20cm to 50cm 水色 :from 50cm to 100cm 濃い青色:100cm壬

Fig. 7 Distribution of snow depth from J anuary to April， 2003. The solid lines are survey routes. 
Orange: 0 cm， peach: 20 cm孟， yellow green: from 20 cm to 50 cm， light blue: from 50 cm to 100 cm， dark blue: 100 cm 孟



20 

占める割合が，常に 50%以上であり，特に冬期には 80%

近くであることが報告されている (Takatsuki1983). ま

た，北海道東部の針広混交林でも下層に優占するミヤコ

ザサが年闘を通じて採食され，冬期にその重要性が高ま

ることが報告されている (Yokoyamaet al. 2000). 

これまでの研究では，冬期に餌資源と してササの利用

度が増す理由としては以下のように考えられている.通

常，シカはササより落葉広葉樹や双子葉草本類の枝葉に

対する晴好性が高い場合が多く，後者を より選択的に採

食する傾向がある.しかし冬期には落葉広葉樹の葉や

FOR. RES.， KYOTO 77 2008 

双子葉革本類の植物体は，落葉もしくは枯死してしまう

ため採食することができない 樹皮や枯れ葉，校などは

冬期でも採食することができるが，これらは栄養価が低

いものが多く，餌資源としての価値は高くない 一方，

ササの常緑の葉はこれらに比べて栄養価が高い(神奈川

県 1997).その結果，冬期の主要な餌資源としてササが

選択されるものと考えられる (Takatsuki1983). 

ところで¥ これまでの研究で冬期の餌資源としてのサ

サの重要性が示されたのは，いずれも五葉山や大台ヶ原

のような太平洋側の寡雪地域の冷温帯林であり ，日本海

図8 1月から3月における発見できたシカの痕跡

+ :足跡・食痕・糞.ーシカの目撃箇所

Fig. 8 Signs of sika deer found from ]anuary to March， 2003. 
+ : footprints， bite marks or fecal pellets， . : sighting of sika deer 
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側の多雪地域の冷温帯林に生息するシカの冬期の主要な

餌資源について報告されたものはなかった.多雪地域で

は，積雪によりササが埋もれてしまうため，シカは冬期

の餌資源としてササを利用することが菌難になると考え

られる しかし本研究の結果は，冬期に多量の襲雪が

ある地域でも，冬期の餌資源としてササが重要な役割を

担っていることを示唆している.

4. 2. ササの衰退分布と地形条件の関保

踏査の結果から，調査を行なった 2003年時点ではサ

サ群落の衰退分布はまだ部分的で¥被度が50%以上の

比較的健全な群落も相当面積存在したことが確認され

た.

調査地域の中で，ササ群落が面的に欠落していたのは

北側の地域で，この地域では東西方向に帯状にササ群落

が欠落した地域が広がっていた.これらの地域の中には，

ササの枯死稗が広がっている地域とササ自体が確認され

ない地域が存在しているが，両地域は隣接しており，地

形条件もよく似ていることから，両地域とも以前はササ

群落が成立していたが，群落の枯死によりササ群落が消

滅したものと推察された

ササ群落の衰退分布と地形条件の関係についてみる

と傾斜角が小さいところで被食が多い傾向があり，枯

死が有意に多かった.また，標高が高いところでは，被

食と枯死が多く，ササが衰退傾向を示した.調査地周辺

の地形は幼年期地形であり，尾根部において緩やかな平

原状の地形が広がっている.このような尾根部はシカに

とって移動が容易であるため，好んで利用されやすいの

かも知れない.また，調査地の低標高の谷部にはハイキ

ングコースがあり，春から秋にかけて一般のハイカーや

調査を行なう研究者の利用が多い.このようなハイカー

や研究者と遭遇しやすい谷部を避けた結果，シカは無積

雪期に高標高地域のササ群落を多く利用している可能性

が考えられる.加えて，この地域の天然植生は尾根部を

中心にアシウスギが高い優占度で出現する.アシウスギ

が優占する林分では，ブナが優占する林分に比べ林床の

光環境が悪く，ササ群落の生産性が低いものと考えられ

る.そのため，シカの被食に対する耐性が低く，衰退し

やすい可能性もある.

4. 3. 積雪期のシカの採食場所と積雪条件との関係

1月から 4月に行なった調査地の踏査から，調査地の

積雪期の積雪分布は谷部で多く，尾根部で少ない傾向

があることが明らかとなった(図 7).一般にシカは積

雪によって行動が制限されるとされている (Takatsuki

1992. Li et al. 2001).特にニホンジカの場合，その形
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態的特性から積雪が50cm以上存在する場合は，その

行動は困難になることが推測されている (Takatsuki

1992) .調査地の踏査結果から. 1月. 2月の谷部の積雪

は100cm以上の地点が多く 谷部を中心にシカの移動

が制限されることが予想されたしかし実際はこの期

間におけるシカの食痕は野田畑谷の谷部を中心に観察さ

れた(図 8). 

積雪期において食痕が観察された地点は，その大半が

渓流沿いであった. 1月. 2月の調査から，野田畑谷や

枕谷では，谷部を流れている渓流が冬期も凍結せずに水

流が流れており，流路上には讃雪がないことが観察され

た.野田畑谷では，谷部を中心に多数のシカの食痕が観

察されたが，その多くは，流路の両側面に存在する積雪

断面の下方に露出していたササで観察されたー野田畑谷

では，渓流沿いにシカの食痕が谷の出口から谷頭近くま

で観察され，シカは讃雪のない流路を上流に向かつて移

動することで谷の奥部まで移動しササを採食している

ことが推測された.

積雪期の調査において，傾斜角の大きい斜面ではシカ

の痕跡がまったく見られなかった.このような斜面では，

渓流のような無讃雪地も存在せず¥積雪も 50cm以上の

場所が大半を占めるため，シカの利用は困難であり，積

雪期のシカの採食場所としては不適であるものと推測さ

れた一方，尾根の一部では 2月. 3月でも積雪深が20

~50cm の所もあり，このような場所はシカが採食場所

として利用しうる可能性があるものと考えられた.調査

地周辺の地形は，尾根部と谷部の額斜が緩やかで、あるが，

それを結ぶ斜面は急傾斜である.また，谷部と尾根部の

標高差は野田畑谷や枕谷の主谷の関口部に近づくほど大

きく，したがって，主谷の開口部の近くにある尾根ほど，

シカにとって谷部からのアクセスが困難で、あるものと予

想された一方，斜面の長さは，谷頭へ近づくほど短く

なることから，シカが谷部の渓流の流路伝いに谷頭近く

まで移動できる場合は，主谷の谷頭近くの尾根部は比較

的アクセスが容易なものと推測される.実際に，讃雪期

の調査において，野田畑谷の谷頭近くの尾根部ではシカ

の食痕が観察された(図 8).このことから，シカは谷

部の渓流を上流に向かつて移動することで，積雪期にお

いて尾根部の棲雪が少ない場所も採食場所として利用し

ている可能性がある.

4. 4. 融雪期の積雪条件とササの衰退分布の関係

積雪は時間が経つにつれ積雪自身の重みによる沈降圧

によって締まるため，融雪期になるとシカが雪面上を移

動することは，新雪が断続的に降り積もる積雪期に比べ

容易になるものと推測される. したがって，この期間に
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なるとシカは積雪の深さによる行動の制限を受けにくく

なるものと推測される.調査地近くの長治谷での観測か

ら，調査地周辺の積雪が減少し消失に至ったのは， 3月

中旬から 4月上旬の期間であった(図 3). したがって，

この期間を調査地における融雪期と考えることができ

る.一方，調査地周辺において多くの植物が開葉を開始

するのは 4月中下旬以降である.融雪期にはまだシカの

選好性の高い落葉広葉樹や枝葉や双子葉草本の植物体は

開葉しておらず利用できない.それゆえ，融雪期には麓

雪期に引き続きササが主要な餌資源として選択されるも

のと考えられる.本研究における調査地での糞分析の結

果から(表2)，融雪崩を含む冬期と春期のシカの糞中

に占めるササの割合は高く，融雪期における食物として

の重要性が高いことが推察される.これらのことを考え

合わせると，融雪期には融雪が早く進んでササ群落がい

ち早く雪面上に現れる場所が採食場所として優先的にシ

カに利用されるものと推測される.

融雪期に行なった踏査諦査から，融雪は尾根部で早

く，谷部の一部で遅いことが示唆された. 3月中旬に行

なった調査では，谷部では積雪深がまだ 100cm以上の

地点が大半であったが，尾根部では 50cm未満の地点が

2月に比べて大幅に増加していた.4月中旬に行なった

調査では谷の一部ではまだ、積雪が残っていたが，尾根部

の全ての調査ポイントで積雪はなくなっていた(閤 7). 

これは，例年よりも融雪期が早かったため，雪の融けや

すい地形の積雪はほとんど消失したため考えられる.こ

れらのことから調査地では，尾根部で融雪が早く進み，

ササ群落がいち早く雪面上に姿を現す傾向を示すもの考

えられた.一方， 3月中旬に行なったシカの食痕分布調

査は，新雪が積もった直後の調査であったため，シカの

食痕を十分に見つけることができなかった(国 8). し

たがって，調査地における融雪期のシカの食痕分布は明

らかでない.しかし無積雪期の踏査では，尾根部にお

いてササ群落がシカの被食を強く受け，衰退あるいは消

滅している場所が多くある傾向が認められたことは(関

心，シカが融雪期の尾根部においてササ群落を集中的に

採食している可能性を示唆しているものと考えられる

このようにシカが融雪の早い尾根部において融雪期に

いち早く雪面上に現れたササを集中的に採食する現象は

北海道でも観察されており(矢部 1995) ，積雪地では，

シカの採食による植生の衰退に融雪地の分布が大きく影

響することが示唆された.

4. 5. まとめ

本研究によって，ササは多雪地域の冷温帯林において

も冬期の主要な餌資源となっていることが明らかとなっ

FOR. RES.， KYOTO 77 2008 

た.また，積雪期のササの利用は，地形条件によって形

成される積雪分布の影響を受けていることが示唆され

た.これは，シカは深い積雪によって行動を胆害される

ため，積雪期にシカが利用可能なササ群落は，渓流沿い

や積雪が少なく谷部からのアクセスのよい尾根部など局

所的にしか存在しないためと考えられた.さらに，融雪

期には尾根を中心に融雪がいち早く進んだ、ところで，シ

カにとって利用可能なササ群落が広範囲に出現すること

から，他の餌植物が少ないこの時期に尾根部のササ群落

がシカの集中的な採食を受けていることが考えられた.

このように多雪地域の冷温帯林では，地形条件に応じた

積雪分布の時間的・空間的変異がシカの採食行動に影響

を及ぼし，ササ群落の衰退分布にも影響を与えているこ

とが示唆された.

芦生研究林は，植生が大きく衰退しているシカの生

息地である大台ヶ原 (17.5~ 30.9頭 /km2，Maeji et al. 

1999) ，金華山鳥 (60頭 /km2，Takatsuki 1994)，野崎高 (40

頭 /km2，土肥 1998)，丹沢山 (32.2頭 /km2，神奈川県

1997)などと比べ，比較的シカの個体数密、度は高くない.

にもかかわらず，シカの利用しやすい条件下での植生の

衰退が見られることが明らかになった.このことから，

シカ個体数がそれほど多くない場所でも，シカの利用が

集中するところから植生の衰退が拡大することが予慨さ

れる.

北海道(梶ほか 1982)，岩手(高槻2002)，丹沢(神

奈川県 1997，山根ほか 1997)などでは，重要な食物であ

るササの大規模な衰退が観察され，それに伴うシカの食

物不足やシカ個体群の質の低下が起こっている.また，

そのような場所では同時に樹木の天然更新が阻害される

などの大きな影響が見られている (Takatsukiand Gorai 

1994，北海道環境科学研究センター 2001).芦生研究林

では冬期にササが食物として重要な位置を占めているこ

とから，芦生研究林においてもササの枯死の拡大が予想

され，再様の問題が発生する可能性が高い.この意味で，

本研究は，シカの生息密度数がそれほど高くない場所に

おける植生の衰退のメカニズムの解明につながる可能性

がある.
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